
年
度
の
活
動
の
総
括
と
課
題
を
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
厚

労
省
の
日
野
さ
ん
の
助
言
も
い

た
だ
き
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
21
日
の
会
議
で
は
、
２

月
18
日
の
経
過
を
踏
ま
え
て
「
Ｈ

27
年
度　

厚
労
省
社
会
福
祉
推

進
事
業
」
の
申
請
計
画
と
W
A
M

事
業
な
ど
の
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

以
下
、
Ｈ
26
年
度
「
ピ
ア
サ
ポ

養
成
研
修
・
派
遣
活
動
」、
Ｈ
26

年
度
「
ひ
き
こ
も
り・ピ
ア
サ
ポ・

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」、「
Ｈ
27
年
度

社
会
福
祉
推
進
事
業
」（
厚
労
省

に
申
請
中
）、Ｈ
26
年
度
「
W
A
M

事
業
報
告
」
の
各
要
点
を
掲
載

し
ま
す
。

　

Ｈ
26
年
度
「
ピ
ア
サ
ポ
養
成

研
修
・
派
遣
活
動
」
の
要
点

　

こ
の
報
告
書
は
３
２
３
頁
あ

り
「
第
１
部 

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
研
修
」「
第
２
部 

フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
」「
第
３
部 

養
成
研

　

K
H
J
が
実
施
し
た
「
H
２
６

年
度　

厚
労
省
社
会
福
祉
推
進

事
業
」（
ピ
ア
サ
ポ
養
成
研
修
派

遣
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）
の
ま
と

め
、「
Ｈ
27
年
度　

厚
労
省
社
会

福
祉
推
進
事
業
」
の
申
請
計
画
作

り
の
た
め
、
ピ
ア
サ
ポ
事
業
委

員
会
が
２
月
18
日
と
３
月
21
日
、

東
京
「
楽
の
会
リ
ー
ラ
事
務
所
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
18
日
の
会
議
で
は
、
26
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「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
が
施
行

　
　
　
ひ
き
こ
も
り
は
住
み
慣
れ
た
身
近
な
地
域
（
市
区
町
村
）
で
の
支
援
へ

　

新
年
度
か
ら
の
ひ
き
こ
も
り

対
策
の
方
針
の
要
点

　
「
ひ
き
こ
も
り
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ

る
本
人
（
以
下
、「
本
人
」
と
い

う
。）
が
抱
え
る
個
別
の
問
題
と

家
族
に
お
け
る
先
行
き
が
見
え

な
い
不
安
や
心
労
、
親
自
身
の

高
齢
化
と
い
っ
た
問
題
が
複
合

す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
人
の
ひ

き
こ
も
り
状
態
の
長
期
化
、
高

齢
化
に
繋
が
っ
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。」
と
し
て
、

◆
ひ
き
こ
も
り
の
問
題
に
関
す

る
相
談
は
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
の
相
談
事
業
の
一
つ
と

し
て
位
置
付
け
る
。

修
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
」「
第

４
部 
認
定
登
録
、
活
動
体
制
に

つ
い
て
」「
第
５
部 

ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
活
動
体
験
レ
ポ
ー
ト
」
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
認
定
数

　

Ｈ
25
年
度
の
48
人
か
ら
、
Ｈ
26

年
度
は
１
５
３
人
認
定
（
東
北
：

14
、
北
陸
：
49
、
関
東
：
36
、
東

海
：
35
、
中
四
国
：
５
、九
州
沖

縄
：
14
）
３
・
18
倍
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
と
の
違
い
は
支
援
者

が
36
名
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
今
回
の
特
徴
は
親
の
会
の
活

性
化
と
地
域
連
携
が
大
き
く
進

ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

◆
従
来
よ
り
実
施
し
て
い
る
「
ひ

き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
」、

「
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

研
修
、派
遣
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
任

意
事
業
と
し
て
位
置
付
け
、
継

続
し
て
実
施
す
る
。

◆
関
係
機
関
に
よ
る
積
極
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
当

た
っ
て
は
、
現
場
で
の
多
く
の

経
験
を
有
す
る
当
事
者
団
体
で

あ
る
Ｋ
Ｈ
Ｊ
と
連
携
、協
力
す
る
。

◆
ひ
き
こ
も
り
対
策
推
進
事

業
（
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
の
任
意
事
業
等
に
係
る
予
算

２
３
８
億
円
の
内
数
）

（
１
）
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ

ン
タ
ー
設
置
運
営
事
業

〔
実
施
主
体
〕
都
道
府
県
、
指
定

都
市
（
札
幌
市
、
名
古
屋
市
、

福
岡
市
な
ど
20
市
）

〔
国
庫
補
助
基
準
額
〕
１
自
治
体

当
た
り
１
千
万
円
（
児
童
期
、

成
人
期
の
２
機
能
を
持
た
せ
た

場
合
２
千
万
円
）

〔
補
助
率
〕 

1
/
2

（
２
）
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
研
修
事
業

〔
実
施
主
体
〕
都
道
府
県
、
福
祉

事
務
所
を
設
置
す
る
市
区
町
村

〔
国
庫
補
助
基
準
額
〕
１
自
治
体

当
た
り
50
万
円

〔
補
助
率
〕 

1
/
2

（
３
）
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー

派
遣
事
業

〔
実
施
主
体
〕
福
祉
事
務
所
を
設

置
す
る
市
区
町
村

〔
国
庫
補
助
基
準
額
〕
１
自
治
体

当
た
り
80
万
円

〔
補
助
率
〕 

1
/
2

　

各
支
部
の
皆
さ
ん
、
住
み
慣

れ
た
地
域
（
市
区
町
村
）
の
担

当
者
と
面
談
を

　

以
上
の
よ
う
に
厚
生
労
働
省

は
、
新
し
い
「
ひ
き
こ
も
り
対

策
事
業
」を
全
都
道
府
県
の
局
長
、

課
長
ら
に
説
明
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
こ
の
国
の
方
針
を
受
け
て
県

市
区
町
村
で
の
具
体
的
施
策
が

決
め
ら
れ
ま
す
。
各
支
部
の
皆
さ

ん
、
出
来
る
だ
け
早
く
担
当
者
と

面
談
し
、
Ｋ
Ｈ
Ｊ
の
経
験
と
実
績

を
伝
え
て
、
他
団
体
と
の
連
携
も

考
え
、
具
体
的
な
実
施
計
画
を
作

り
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

支
部
指
導
部
の
新
方
針
の
理

解
が
今
後
を
決
め
ま
す
。

　

自
治
体
担
当
者
は
「
国
の
新

し
い
方
針
」
を
充
分
理
解
さ
れ

て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

自
治
体
担
当
者
か
ら
「
相
談
に

乗
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
、
日
本
の
福
祉
は
ま
だ
進
ん
で

は
い
ま
せ
ん
。各
支
部
の
支
部
長・

担
当
者
は
「
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
」
や
、
２
月
23
日
と
３

月
９
日
の
会
議
の
資
料
（
下
記
）

を
理
解
し
、
自
分
達
と
し
て
は
何

が
出
来
る
か
・
し
て
欲
し
い
か
を

決
め
て
、
自
治
体
担
当
者
と
の
面

談
を
す
る
の
で
す
。　
　
　
　
　

　

現
在
多
く
の
自
治
体
で
は
財

政
難
で
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
財

政
難
を
楯
に
初
め
は
断
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。決
め
手
は
熱
意
で
す
。

一
回
で
駄
目
な
ら
２
回
、
３
回
と

訴
え
れ
ば
相
手
も
人
間
で
す
か

ら
通
じ
ま
す
。「
そ
れ
に
し
て
も

１
０
０
万
円
、
１
６
０
万
円
と

は
少
な
い
な
」の
声
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
制
度
を
作
る
こ
と
、
そ
れ
が

確
立
さ
れ
成
果
が
出
れ
ば
規
模

は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

と
に
か
く
故
奥
山
さ
ん
が
命

が
け
で
望
ん
で
こ
ら
れ
た
国
の

大
き
な
ひ
き
こ
も
り
支
援
施
策

が
始
っ
た
の
で
す
。
奥
山
さ
ん
が

天
国
で
微
笑
ん
で
お
ら
れ
る
顔

が
浮
か
び
ま
す
。
皆
さ
ん
、
今

◆
課
題
と
改
善
点

・
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
定
義
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
定
義
に
以
下
を

追
加
し
ま
す
。「
サ
ポ
ー
タ
ー
自

身
の
悩
み
苦
し
ん
だ
経
験
を
活

か
し
な
が
ら
、「
継
続
的
に
繋
が

り
合
う
、成
長
し
合
う
」
伴
走
的
、

並
列
的
な
関
係
で
す
。
治
療
者

と
い
う
立
ち
位
置
と
は
異
な
り

ま
す
の
で
、
重
篤
で
難
し
い
ケ
ー

ス
に
は
、
専
門
家
と
の
連
携
協

働
が
必
要
で
す
。
連
携
協
働
は
、

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
大
き
な
役

割
の
ひ
と
つ
で
す
。
社
会
的
孤

立
状
態
に
あ
り
、
社
会
生
活
を

円
滑
に
営
む
上
で
困
難
を
有
す

る
当
事
者
と
そ
の
家
族
に
「（
ピ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
や
地
域
資
源
の
）

存
在
を
知
ら
せ
、
繋
げ
て
い
く
こ

と
」も
大
切
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

自
分
の
経
験
を
強
み
と
し
て
活

か
し
て
い
く
た
め
に
は
、
経
験
を

客
観
視
で
き
る
た
め
の
研
鑽
や

学
習
の
継
続
が
必
要
で
す
。
目

の
前
の
人
か
ら
、
多
く
の
経
験

や
出
会
い
か
ら
、
学
ん
で
い
く

姿
勢
が
大
切
で
す
。」

・
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
内
容
に

つ
い
て
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
（
往
復
の
交
通
費
、
食
事
代

等
は
含
ま
れ
る
）」と「
有
償
活
動
」

に
す
る
。

以
上
の
他
「
謝
金
の
金
額
、
取
り

扱
い
」「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
対
象
者
」

「
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
の
フ
ォ

ロ
ー
体
制
」
な
ど
が
決
ま
り
ま

し
た
。

・
今
回
は
、
当
事
者
の
方
が
5
人

（
そ
の
う
ち
北
陸
が
3
名
）
体
験

レ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
家
族
の
方

が
３
名
、支
援
者
の
方
が
１
名
で
、

多
彩
な
顔
ぶ
れ
の
レ
ポ
ー
ト
が

あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

「
お
わ
り
に
」

・
中
垣
内 
正
和
副
代
表

　

こ
の
一
年
は
、
16
年
の
歴
史

を
有
す
る
「
全
国
ひ
き
こ
も
り

Ｋ
Ｈ
Ｊ
親
の
会
に
と
っ
て
、
そ

れ
ま
で
の
15
年
に
匹
敵
す
る
ほ

ど
の
大
き
な
一
年
で
し
た
。（
中

略
）」

　

昨
年
8
月
22
日
、
ひ
き
こ
も

り
推
進
事
業
関
係
の
「
都
道
府

県
、
指
定
都
市
担
当
者
会
議
」

に
お
い
て
、
養
成
研
修
派
遣
モ

デ
ル
事
業
に
関
す
る
Ｋ
Ｈ
Ｊ
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
を
通
じ
て
、
国

の
期
待
が
一
層
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
Ｋ
Ｈ
Ｊ
を
抜
き
に
し

て
は
、
ひ
き
こ
も
り
、
特
に
「
長

期
高
年
齢
化
」
は
語
れ
な
い
と

い
う
空
気
が
広
が
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
は
、
親
の
会
に
属
す
る

4
0
0
0
会
員
が
辿
っ
た
長
年

の
忸
怩
た
る
思
い
を
一
気
に
覆

す
も
の
で
し
た
。
Ｋ
Ｈ
Ｊ
家
族

会
の
長
年
に
渡
る
活
動
が
、
社

会
的
に
も
よ
り
大
き
な
意
味
を

持
つ
こ
と
に
な
り
、
会
全
体
が

賦
活
さ
れ
、
取
り
組
む
会
員
の

気
持
ち
を
変
え
ま
し
た
。（
中
略
）

　

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
社
会

を
創
生
す
る
取
り
組
み
は
緒
に

就
い
た
ば
か
り
で
す
が
、
こ
の

動
き
は
正
し
く
、
本
物
で
あ
り
、

新
し
い
社
会
創
り
の
歴
史
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
は
必
ず
証

明
さ
れ
ま
す
。

　

人
と
人
が
力
を
合
わ
せ
、
つ

な
が
り
あ
う
、
そ
ん
な
社
会
と

時
代
の
始
ま
り
を
実
感
さ
せ
て

く
れ
た
、
今
年
の
ひ
き
こ
も
り

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
派

遣
事
業
で
し
た
。

「
ひ
き
こ
も
り
最
前
線
の
本
・

資
料
」

　

な
お
、
こ
の
報
告
書
作
り
は
、

本
部
事
務
局
の
上
田
さ
ん
、
野

中
さ
ん
、奥
山
さ
ん
、石
谷
さ
ん
、

楽
の
会
リ
ー
ラ
の
塙
さ
ん
、
大

橋
さ
ん
、
オ
レ
ン
ジ
の
会
の
山

田
真
理
子
さ
ん
ら
、
ほ
ぼ
丸
一

週
間
、
午
前
４
時
５
時
ま
で
の

缶
詰
作
業
で
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
報
告
書
は
、
全
国
の

家
族
会
か
ら
選
び
抜
か
れ
た
研

修
内
容
が
集
約
さ
れ
、
日
本
に

お
け
る
「
ひ
き
こ
も
り
最
前
線

の
本
・
資
料
」
と
言
え
ま
す
。

Ｈ
26
年
度
「
ひ
き
こ
も
り
・
ピ

ア
サ
ポ
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

の
要
点

◆「生活困窮者自立支援法」
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/soumu/houritu/dl/183-49.pdf
◆２月 23 日、全国自治体の局長会議（全国厚生労働関係部局長会議）は、
　http://www.mhlw.go.jp/topics/2015/02/dl/tp0219-08-01d.pdf
◆３月９日、全国自治体の課長会議（社会・援護局関係主管課長会議）は、
　http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12000000-
　Shakaiengokyoku-Shakai/0000077371.pdf

　

４
月
1
日
、「
生

活
困
窮
者
自
立
支
援

法
」
が
施
行
。
こ
れ

に
先
立
ち
、
厚
労
省

は
、２
月
23
日
に「
全

国
厚
生
労
働
関
係
部

局
長
会
議
」
を
、
３

月
９
日
に
は
、「
社

会
・
援
護
局
関
係
主

管
課
長
会
議
」
を
開

催
し
、
新
年
度
か
ら

の
ひ
き
こ
も
り
対
策

に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。

　
（
資
料
は
厚
労
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
見
ら
れ
ま
す
。
巻

末
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
あ
り
）

が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

全
英
知
を
駆
使
し
て
、
可
愛

い
息
子
と
娘
の
為
に
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
ょ
う
。

平成 26年度 セーフティネット支援対策等事業費補助金

    社会福祉推進事業

　全国各地の親の会における
　「ひきこもりピアサポーター」
養成研修派遣に関する調査研究事業

　　　　　　報告書

　　特定非営利活動法人　全国引きこもりKHJ 親の会（家族会連合会）

平成 27年 年 3 月

　

今
年
度
は
、
家
族
3
1
0
名
，

本
人
58
名
、
兄
弟
姉
妹
7
名
の

方
々
に
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
継
続
は
力
な
り
」
と
言
い

ま
す
が
、
こ
の
調
査
は
継
続
し
て

12
年
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
人

数
は
、延
べ
ご
家
族
4
7
8
3
名
、

ご
本
人
7
0
5
名
に
上
り
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
か
ら
支
援
を
受
け
た

経
験
に
つ
い
て
ご
回
答
い
た
だ

き
、
ひ
き
こ
も
り
経
験
者
は

　
　
　
（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

平成 26 年度  セーフティネット支援対策等事業費補助金 
　　　　　　　　　社会福祉推進事業

   ひきこもりの実態および
ピアサポーター養成・派遣に関する    
　　　アンケート調査報告書

　

　　特定非営利活動法人　全国引きこもりKHJ 親の会（家族会連合会）
　　　　　　　　　　　　　 2015 年３月
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ピ
ア
サ
ポ
W
A
M
事
業
委
員
会
開
催

報
告
書
完
成 

前
頁
か
ら
の
続
き

ひ
き
こ
も
り
経
験
者
か
ら
、
ご

家
族
は
ご
家
族
か
ら
支
援
を
受

け
た
経
験
が
多
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
も
、

同
じ
経
験
を
し
た
ピ
ア
で
あ
る

こ
と
の
強
み
が
表
れ
て
い
ま
す
。

本
人
調
査
か
ら
は
、
昨
年
度
よ

り
も
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た

こ
と
の
あ
る
人
が
増
え
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
調
査
で
の
平

均
年
齢
は
、
ご
本
人
33
・
2
歳
、

ご
家
族
63
・
6
歳
で
し
た
。
こ

の
結
果
か
ら
、
現
時
点
で
定
年

を
迎
え
た
ご
家
族
が
多
い
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
が
、
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、
今
後
さ
ら
に
定
年

を
迎
え
る
ご
家
族
が
増
え
る
と

想
定
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
年
度
の
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
法
の
施
行
を

受
け
、
ご
本
人
や
ご
家
族
の
生

活
困
窮
化
を
防
ぐ
た
め
の
対
策

を
各
地
域
で
促
進
す
る
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。（
野
中
）

「
Ｈ
27
年
度
社
会
福
祉
推
進
事

業
」（
厚
労
省
に
申
請
中
）
の
要
点

　

池
田
さ
ん
の
歴
史
に
は

S
C
S
が
あ
り
ま
す
。

　

今
の
活
動
を
始
め
る
キ
ッ
カ

ケ
を
聞
き
ま
し
た
。
池
田
さ
ん

の
ご
主
人
は
細
菌
学
者
・
ミ
ュ
ー

タ
ン
ス
菌
の
研
究
者
で
ア
メ

リ
カ
の
大
学
に
家
族
で
招
聘

（
1
9
6
9
～
1
9
7
2
年
）
さ

れ
、
家
族
4
人
で
渡
米
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
に
帰
国
さ
れ
た
時
、

息
子
さ
ん
は
小
学
５
年
生
、
大

変
な
イ
ジ
メ
に
あ
い
、
池
田
佳

世
さ
ん
は
悪
戦
苦
闘
、
そ
の
時

の
母
親
の
気
持
ち
が
今
に
生
き

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

S
C
S
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研

究
所
の
立
ち
上
げ
の
経
過
を
伺

い
ま
し
た
。
立
ち
上
げ
る
10
年
前

に
精
神
病
院
の
相
談
部
、
現
在
の

T
M
A
（
東
京
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ア
カ
デ
ミ
ー
）
で
フ
レ
ン
ド
ス

ペ
ー
ス
を
立
ち
上
げ
居
場
所
を

作
り
ま
し
た
。
初
め
は
本
人
の
面

接
が
主
体
で
、
フ
レ
ン
ド
ス
ペ
ー

ス
に
来
る
子
が
親
の
一
言
で
元

気
を
な
く
す
こ
と
を
沢
山
経
験
。

　

そ
こ
で
親
の
面
接
と
親
の
講

座
を
始
め
、「
困
っ
た
子
ほ
ど
素

晴
ら
し
い
」
を
出
版
、
臨
床
心
理

士
の
資
格
を
取
得
、60
歳
で
定
年
、

東
京
都
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
し
て
中
学
校
２
校
へ
派

遣
さ
れ
、
２
０
０
０
年
頃
か
ら
仲

間
10
人
と
S
C
S
を
立
ち
上
げ
、

故
奥
山
さ
ん
と
知
り
合
い
埼
玉

の
月
例
会
に
参
加
。

　

K
H
J
第
１
回
東
京
大
会
が

２
０
０
２
年
に
あ
り
、
東
京
で

の
二
つ
の
支
部
が
立
ち
上
が
り
、

楽
の
会
の
会
長
を
引
き
受
け
た

そ
う
で
す
。
今
ま
で
の
経
験
か
ら

は
じ
め
に
楽
の
会
月
例
会
に
子

の
居
場
所
、
親
の
学
習
会
、
無

料
電
話
相
談
、
電
話
相
談
員
養

成
講
座
を
作
り
ま
し
た
。
お
父

さ
ん
達
に
子
の
就
労
の
事
業
を

呼
び
か
け
ま
し
た
が
そ
の
時
は

形
に
な
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

S
C
S
は
２
０
１
１
年
、
一

般
社
団
法
人
に
な
り
、
依
存
関

係
に
な
ら
な
い
よ
う
に
本
人
面

接
は
止
め
て
集
団
の
居
場
所
で

仲
間
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
親

の
面
接
を
義
務
付
け
、
親
が
変

化
し
て
い
く
と
子
供
も
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
解
か
り
ま
し
た
。

　

現
在
ス
タ
ッ
フ
14
人
、
東
京

都
の「
若
者
社
会
参
加
応
援
事
業
」

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
若

者
は
20
～
40
代
、
時
々
10
代
も

来
ま
す
。
居
場
所
の
運
営
、
フ
ッ

ト
サ
ル
で
は
ひ
き
こ
も
り
の
東

京
の
大
会
で
優
勝
す
る
ほ
ど
元

気
で
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
出
来
高
制
（
若

者
の
参
加
数
で
決
ま
る
）、
電
話

を
か
け
た
り
一
生
懸
命
に
な
り

ま
す
。昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
。

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
O
君
と
サ

ン
タ
の
衣
装
を
着
て
38
才
の
青

年
へ
は
じ
め
て
の
家
庭
訪
問
、
音

楽
も
持
っ
て
行
っ
て
楽
し
い
会

話
が
出
来
た
と
、
顔
が
微
笑
む
。

　

K
H
J
の
代
表
・
理
事
長
は

子
も
親
も
み
な
さ
ん
が
元
気
に

な
る
こ
と
が
生
き
が
い
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
少
し
前
に
奥

山
さ
ん
が
亡
く
な
り
、
代
表
と
し

て
皆
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
、
苦
労

も
あ
る
が
今
は
楽
し
ん
で
や
っ

て
い
ま
す
。
最
近
は
各
地
で
の

支
部
誕
生
。
全
国
を
飛
び
回
っ

て
い
ま
す
。は
じ
め
の
会
場
取
り
、

地
方
紙
へ
の
記
事
依
頼
、
告
知

依
頼
を
電
話
で
や
り
、
だ
い
ぶ

慣
れ
て
き
ま
し
た
。
２
月
11
日
、

福
井
へ
、
67
歳
の
元
当
事
者
が
申

し
出
て
く
れ
て
、
N
H
K
、
福
井

新
聞
、大
手
の
各
新
聞
社
、議
員
、

行
政
な
ど
１
３
０
人
参
加
。
私

の
話
は
会
場
の
雰
囲
気
を
見
て
、

変
わ
り
ま
す
。
親
か
ら
「
光
が

見
え
た
」と
喜
ば
れ
、う
れ
し
か
っ

た
そ
う
で
す
。

　

健
康
維
持
で
は
「
キ
ン
ト
レ
、

ダ
ン
ス
」
な
ど
楽
し
み
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
と
の
こ
と
。

苦
労
話
で
は
、
本
部
に
お
金
の

無
い
こ
と
。
ピ
ア
サ
ポ
事
業
や

W
A
M
で
補
助
金
が
あ
り
今
年

は
助
か
り
ま
し
た
が
事
務
局
が

大
変
で
す
。

　

今
後
本
部
財
政
を
健
全
化
し

て
い
く
の
は
課
題
で
す
。
私
は

老
子
の
現
在
を
大
切
に
（T

he 
w

ay to do is to be

）
を

信
条
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
10
月
の
香
川
大
会
で
は
、

愛
知
大
会
以
降
、新
支
部
誕
生（
現

16
）、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
お

わ
り
、
W
A
M
で
は
社
協
や
行
政

の
方
が
沢
山
参
加
頂
い
て
お
り
、

こ
れ
は
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
」
の
効
果
が
す
ご
く
大
き
い
と

思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
新
し
い

変
化
を
踏
ま
え
て
、
K
H
J
も

外
へ
向
け
連
携
作
り
の
活
動
を

す
る
元
年
に
な
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
日
本
全
国
の
人
た
ち

に
、ひ
き
こ
も
り
を
解
っ
て
貰
い
、

今
、若
い
人
達
の
い
き
詰
ま
り
は
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
と
派
遣
。

◆
内　

容
：
❶
ひ
き
こ
も
り
支

援
に
特
化
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成　

❷
ひ
き
こ
も
り
支
援

に
特
化
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト

シ
ー
ト
の
作
成　

❸
ひ
き
こ
も

り
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修

派
遣
事
業
（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

研
修
）　

❹
ひ
き
こ
も
り
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
テ
キ
ス
ト

の
標
準
化
。
Ｈ
26
年
度
「
W
A

事
業
報
告
」
の
要
点

　

K
H
J
の
本
部
と
全
国
８
ブ

　

K
H
J
本
部
の
活
動
を
全
国

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
い

と
、
２
月
19
日
（
ピ
ア
サ
ポ
事

業
委
員
会
の
翌
日
）、
K
H
J

本
部
を
訪
れ
、
池
田
代
表
と
事

務
局
の
上
田
さ
ん
に
お
会
い
し

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

K
H
J
の
本
部
事
務
所
は
池

田
邸
の
８
畳
間
ほ
ど
の
ゲ
ス
ト

ル
ー
ム
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

上
田
さ
ん
の
他
二
人
の
若
者
が

パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
仕
事
に
集

中
し
て
い
ま
す
。
上
田
さ
ん
は

前
夜
か
ら
泊
り
込
み
で
18
日
の

会
議
を
受
け
た
文
書
作
り
に
集

中
さ
れ
て
い
る
所
で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

Ｈ
25
年
度
か
ら
厚
労
省
の
「
ピ

ア
サ
ポ
事
業
」
が
始
ま
り
、
嬉
し

い
事
で
す
が
と
て
も
大
変
に
な

り
ま
し
た
。
本
部
も
国
と
の
パ
イ

プ
が
出
来
て
、
25
年
度
、
26
年

度
が
終
わ
り
、
27
年
度
へ
ど
う

繋
げ
て
い
く
か
で
す
。
次
年
度

も
全
国
の
支
部
で
、
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
活
動
が
や
り
易
く
な
る
よ

う
に
、
国
と
支
部
の
間
に
入
り
対

応
し
て
い
ま
す
。
全
国
会
議
が

中
々
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
支
部
へ

の
連
絡
は
殆
ど
が
メ
ー
ル
で
す
。

な
か
な
か
行
き
届
か
な
い
と
い

う
か
、
伝
え
た
つ
も
り
が
伝
わ
っ

て
お
ら
ず
、
苦
労
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。行
き
違
い
が
な
い
よ
う
、

で
き
る
だ
け
、
す
ぐ
に
返
信
で

本
部
事
務
局

上
田
さ
ん
に
聞
く

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　

支
部
の
皆
さ
ん
へ

の
願
い
は
、
提
出
期
限
は
、
で

き
る
だ
け
守
っ
て
い
た
だ
け
る

と
助
か
り
ま
す
。
支
部
活
動
で

お
忙
し
い
中
と
は
思
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

希
望
は
、
新
し
い
支
部
が
13

支
部
発
足
し
合
計
50
支
部
に
な

り
、
出
来
ま
し
た
ら
近
隣
の
先

輩
支
部
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。
ピ
ア
サ
ポ
や
W
A
M
学
習

会
の
事
業
報
告
書
も
ま
も
な
く

完
成
し
ま
す
。
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
が
ス
タ
ー
ト
す
る
中

で
、
家
族
会
を
知
っ
て
も
ら
う

絶
好
の
機
会
で
す
。
是
非
、
自

治
体
に
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

広
報
活
動
等
に
ご
利
用
下
さ
い
。

あ
と
機
関
紙
「
旅
立
ち
」
を
一

人
で
も
多
く
の
家
族
の
方
に
読

ん
で
欲
し
い
し
、
そ
れ
が
本
部

の
財
政
を
豊
か
に
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
日
は
お
会
い
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
部
の
事

務
局
に
は
、
野
中
、
深
谷
、
奥
山
、

岸
さ
ん
ら
も
同
じ
よ
う
に
活
躍

し
て
頂
い
て
い
ま
す
。（
伊
藤
）

KHJ 本部を尋ねて

◆
申
請
額
：
１
４
９
９
万
７
千

円◆
事
業
名
：
ひ
き
こ
も
り
に
関

す
る
新
た
な
家
族
支
援
の
在
り

方
の
構
築
及
び
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
研
修
派
遣
事
業
の
効

果
的
実
施
に
関
す
る
調
査
研
究

事
業

◆
概　

要
：
平
成
27
年
度
か
ら

施
行
さ
れ
る
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
施
行
を
見
据
え
て
、
複

合
的
な
問
題
を
抱
え
る
者（
家
族
）

に
対
し
、
適
切
な
ア
セ
ス
メ
ン

ト
に
基
づ
く
支
援
プ
ロ
セ
ス
を

提
示
す
る
と
と
も
に
、
ひ
き
こ

も
り
当
事
者
及
び
家
族
に
対
し
、

早
期
の
包
括
的
支
援
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
ひ
き
こ
も

り
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し

実
際
に
派
遣
す
る
こ
と
を
通
じ
、

よ
り
効
果
的
な
実
施
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
を
行
う
。

◆
目　

的
:
❶
現
場
支
援
員
に

対
す
る
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る

知
識
と
対
応
方
法
に
つ

い
て
の
理
解
促
進
、
人

材
育
成　

❷
垣
根
を
越

え
た
ひ
き
こ
も
り
対
策

社
会
資
源
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
と
協
働
の
推

進
、
早
期
発
見
・
対
応
、

個
別
的
か
つ
包
括
的
・

切
れ
目
の
な
い
支
援
の

提
供　

❸
相
談
時
に
お

け
る
適
切
な
ア
セ
ス
メ

ン
ト
、
支
援
プ
ロ
セ
ス
、

支
援
ツ
ー
ル
等
環
境
の

標
準
化　

❹
当
事
者
及

び
当
該
家
族
に
向
け
た

個
別
的
且
つ
包
括
的
支

援
の
提
供　

❺
ピ
ア

（
仲
間
）
の
視
点
を
持
つ

ロ
ッ
ク
で
取
り
組
ん
だ
W
A
M

事
業
報
告
書
（
平
成
26 

年
度
独

立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構 

社

会
福
祉
振
興
助
成
事
業
）
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

報
告
は
全
体
で
３
３
９
頁
、

ト
ッ
プ
に
池
田
代
表
の
「
は
じ
め

に
」
が
あ
り
、「
事
業
実
施
の
背

景
に
あ
る
﹃
ひ
き
こ
も
り
﹄
の

現
状
と
課
題
」、「
第
１
部
：
学
習

会
活
動
報
告
」
で
は
本
部
と
８

ブ
ロ
ッ
ク
（
東
北
、
北
陸
、
関

東
、
東
海
、
近
畿
、
中
国
、
四
国
、

九
州
）
の
学
集
会
で
発
行
さ
れ
た

全
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
３
０
０
頁
弱
）
と
言
う
壮
大
な

資
料
集
で
す
。

　

３
１
３
頁
か
ら
「
第
２
部
：
学

習
会
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
」
が
あ
り

ま
す
。
全
国
29
地
域
で
33
回
開
催

さ
れ
、
１
９
１
６
人
の
参
加
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
１
０
７
８
人
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
が
あ
り
、

そ
の
結
果
と
分
析
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
最
後
に
「
今
後
の
家

族
会
全
体
の
取
組
み
に
つ
い
て
」

と
「
資
料
編
」
で
す
。

﹁
ひ
き
こ
も
り
智
恵
本
﹂
を
自
治

体
へ
届
け
要
請
を

　

こ
れ
は
、
現
在
の
日
本
に
お
け

る
「
ひ
き
こ
も
り
智
恵
本
」
と
も

言
え
ま
す
。
D
V
D
も
2
種
類
付

け
て
、
近
く
、
全
国
全
支
部
を
は

じ
め
関
係
者
に
お
届
け
し
ま
す
。

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
ス

タ
ー
ト
に
伴
い
、
絶
好
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
「
自
治
体
へ
の
広
報
ツ
ー

ル
」
と
し
て
も
有
効
に
活
用
い

た
だ
け
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
の
方
が
元
気
に
復

活
し
て
い
け
ば
、
日
本
も
安
心

で
き
る
国
に
な
る
と
思
う
。

　

し
か
し
本
部
の
事
務
局
は
大

変
で
す
。
事
務
室
は
私
の
家
の

客
間
を
お
貸
し
し
ま
し
た
。（
お

　
突
然
の
悲
報
を
聞
い
て

　

K
H
J
沖
縄
「
て
ぃ
ん
さ
ぐ
ぬ
花
の
会
」
の
上
江
田
さ
ん
の
悲
報

に
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。
生
前
の
活
力
の
あ
る
お
姿
を
思
い
浮
か
べ

ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。
す
ぐ
に
で
も
飛
ん
で
い

き
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
12
日
の
葬
儀
に
は
K
H
J
と
し
て
、
福
岡

「
楠
の
会
」
の
吉
村
文
恵
様
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
千
人

も
の
ひ
と
で
、
御
花
と
弔
電
で
一
杯
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
石
垣
島
の

山
田
氏
は
お
通
夜
に
行
か
れ
、「
風
に
舞
う
花
び
ら
が
束
の
間
に
彼

方
へ
消
え
た
」
と
の
追
悼
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他
に
、
稲
垣
み

ど
り
様
、
田
口
ゆ
り
え
様
、
松
本
太
郎
様
、
山
本
洋
見
様
か
ら
弔
電

い
た
だ
き
ま
し
た
。
惜
し
い
方
が
な
く
な
り
残
念
で
す
。（
池
田
） 

6

陰
で
私
は
独
居
老
人
に
な
ら
ず

助
か
っ
て
い
ま
す
が
）。
事
務
局

に
正
当
な
月
給
が
出
せ
て
い
ま

せ
ん
。「
現
在
は
補
助
金
が
あ
り

何
と
か
な
っ
て
い
る
」
と
の
こ

と
で
し
た
。
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著
者
・
船
越
明
子
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

約
10
年
前
、船
越
さ
ん
か
ら「
私

は
、
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科
博
士
課
程
に
て
、
地
域
精
神

保
健
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
研
究

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
た
び
、

川
上
憲
人
教
授
（
東
京
大
学
大

学
院
医
学
系
研
究
科
精
神
保
健
・

看
護
学
分
野
）
の
指
導
の
も
と
、

ひ
き
こ
も
り
青
年
を
抱
え
る
家

族
を
テ
ー
マ
に
博
士
論
文
執
筆

に
向
け
た
研
究
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て

は
、﹃
ひ
き
こ
も
り
青
年
を
抱
え

る
家
族
の
援
助
ニ
ー
ズ
に
関
す

家
族
に
希
望
と
元
気
が

生
ま
れ
る
　
適
書

も
り
」「
不
登
校
」
状
態
の
人
が

い
た
の
と
、「
ひ
き
こ
も
り
」
と

い
う
の
が
病
気
な
の
か
、
何
の

問
題
な
の
か
不
明
瞭
な
現
象
で
、

知
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

Q
２
：
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
対
象

と
数
、
場
所
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
は
？

A
２
：
対
象
は
お
父
さ
ん
6
名

と
お
母
さ
ん
12
名
、
支
援
者
3

名
で
す
。一
番
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、

父
親
の
声
を
結
果
に
反
映
し
た

い
と
い
う
点
で
す
。
個
人
的
に
、

私
は
従
来
の
性
的
役
割
分
担
に

反
対
の
意
見
を
も
っ
て
い
て
、
不

登
校
・
ひ
き
こ
も
り
と
子
育
て

が
並
べ
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
違

和
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
お
父
さ
ん
が
大
切
だ
と

本
当
に
わ
か
っ
た
の
は
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
3
人
目
く
ら
い
で
、

「
夫
婦
一
緒
に
お
願
い
し
ま
す
」

と
い
っ
て
下
さ
っ
た
方
が
い
て
、

父
親
、
母
親
そ
れ
ぞ
れ
の
目
線
で

自
分
の
こ
と
、
子
ど
も
の
こ
と

を
話
し
て
く
れ
た
の
を
聞
い
た

時
で
す
。
夫
婦
と
し
て
、
家
族

と
し
て
、
同
じ
こ
と
を
み
て
い

て
も
、違
う
よ
う
に
捉
え
て
い
る
、

事
実
は
ひ
と
つ
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
目
の
前
に
突
き
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。

Q
３
：
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終

わ
っ
て
、
文
章
化
は
と
て
も
大

変
だ
っ
た
と
お
も
い
ま
す
。

　

そ
の
ご
苦
労
話
や
分
析
方
法

は
？

A
３
：
一
般
の
方
向
け
に
文
章

を
書
く
の
が
初
め
て
だ
っ
た
の

で
、
わ
か
り
や
す
く
ス
ト
ー

リ
ー
だ
て
て
興
味
を
も
っ
て         

読
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
工
夫
し

ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
逐

語
録
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
を

全
部
読
み
直
し
て
、
文
脈
を
も

う
一
度
確
認
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
大
学
に
勤
め
る
者
な

の
で
、
論
文
や
解
説
文
を
書
く

の
に
は
慣
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

一
般
の
人　

向
け
に
書
く
の
は

慣
れ
て
な
か
っ
た
の
で
、
編
集

者
の
方
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

い
た
。

　

分
析
は
、
き
ち
ん
と
し
た
研

究
手
法
に
則
っ
て
行
っ
た
。
た

だ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
お
聞
き

し
た
話
し
の
う
ち
、
厳
密
に
研

究
結
果
と
し
て
論
文
に
掲
載
で

き
て
日
の
目
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
範
囲
は
ご
く
ご
く
一
部
、

だ
い
た
い
50
分
の
1
く
ら
い
。

こ
の
残
り
の
部
分
も
含
め
て
、

一
般
向
け
の
本
で
は
書
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

Q
４
： 

10
年
間
の
研
究
の
発
展

過
程
（
例
え
ば
10
年
間
を
前
半
、

中
盤
、
後
半
と
分
け
、
川
上
教

授
の
助
言
、
親
の
会
で
の
講
演

と
反
響
、
支
援
者
や
大
学
で
の

生
徒
の
関
心
と
反
響
な
ど
）

A
４
：
最
初
は
、
き
ち
ん
と
し

た
研
究
を
し
よ
う
と
い
う
シ
ン

プ
ル
な
思
い
で
し
た
。
自
分
は

大
学
院
生
で
、
博
士
論
文
を
書

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
身
分

だ
っ
た
の
で
、
と
に
か
く
研
究

と
し
て
あ
る
程
度
立
派
に
仕
上

げ
る
こ
と
が
自
分
に
で
き
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
実
際
に
ご
家
族
や
当

事
者
の
方
と
様
々
な
出
会
い
が

あ
る
中
で
、
も
っ
と
大
事
な
事
、

自
分
に
は
で
き
る
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が

段
々
強
く
な
っ
て
き
て
、
自
分

の
立
ち
位
置
が
わ
か
ら
な
く
な

り
、
葛
藤
を
感
じ
た
時
期
が
長

く
続
き
ま
し
た
。
目
の
前
に
困
っ

て
い
る
人
た
ち
が
い
て
、
自
分

は
た
だ
そ
れ
を
傍
観
し
て
い
る

だ
け
の
人
間
の
よ
う
に
感
じ
た

り
、
私
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
自

分
の
研
究
の
た
め
に
や
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
っ
て
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
れ
た
人
に

は
何
も
役
に
立
た
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
、
と
い
う
思
い
で
す
。

家
族
会
や
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
等
で
講
演
の
話
が
あ
っ
た

時
も
、
こ
う
し
た
葛
藤
の
さ
な

か
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

三
重
県
に
家
族
会
を
！
と
い
う

活
動
。
そ
の
後
、
三
重
県
で
い
ろ

ん
な
地
域
貢
献
活
動
を
し
て
い

く
中
で
立
場
を
超
え
て
分
か
り

合
え
る
、
お
互
い
に
学
び
合
え

る
地
域
づ
く
り
を
し
た
い
。
で

き
る
こ
と
を
し
よ
う
。

Q
５
：
最
後
に
、
自
由
に
一
番

言
い
た
い
事
は
？

A
5
:
（
こ
の
本
を
）
道
し
る

べ
に
し
て
ほ
し
い
。
自
分
に
い
っ

た
い
何
が
お
こ
っ
て
い
る
の
か
、

こ
れ
か
ら
自
分
は
ど
う
な
っ
て

い
く
の
か
、
を
知
る
こ
と
は
大

切
で
す
。

人前で話したり、食べたり、、書いたりしようとする
と、不安や恐怖をおぼえて赤面する、汗が出る、震
えや口の渇きがおきる。本人がどんなに苦しくても
周りにはなかなかその辛さが伝わらない。この症状、
実は脳内物質に関する機能異常による病気の可能性
が高いのです。

社会不安障害の総合情報サイト
URL：http://www.sad-net.jp/

・おおよその SAD（社会不安障害）をチェック可
・どこへ行けば治療して貰えるの？
全国 2500 ヶ所の SAD 対応病院が検索できます。

「
ひ
き
こ
も
り　

親
の
歩
み
と
子
ど

も
の
変
化
」
著
者
：
船
越
明
子
さ
ん

（
三
重
県
立
看
護
大
学
准
教
授
）（
新
曜

社
I
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）

　

著
者
の
船
越
さ
ん
か
ら
「
こ
の
度
、
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
親
御

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
内
容
を
一
冊
の
本
に

ま
と
め
て
出
版
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は

伊
藤
さ
ん
に
は
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
伊
藤
さ
ん
に
拙
著
を
お
送
り
し
た
い
」
と
。
１
月
25

日
発
行
の
初
版
第
一
刷
が
届
き
ま
し
た
。

　

私
は
早
速
拝
見
、「
わ
た
し
が
待
ち
望
ん
だ
本
だ
」「
ひ
き
こ
も
り

で
悩
み
苦
し
む
家
族
に
是
非
読
ん
で
欲
し
い
本
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。

る
研
究
﹄
に
関
す
る
調
査
に
つ

い
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

く
存
じ
ま
す
。」
と
連
絡
が
あ
り
、

な
で
し
こ
の
会
の
月
例
会
で
家

族
の
皆
さ
ん
に
お
話
し
し
て
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
研
究
が
ま
と

ま
り
本
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
５
日
、
大
学
近
く
の
喫

茶
店
で
再
会
し
、
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

Q
１
： 

こ
の
支
援
を
は
じ
め
ら

れ
た
動
機
は
何
で
す
か
？

A
１
：
臨
床
（
児
童
・
思

春
期
精
神
科
や
訪
問
看
護
）

に
い
た
時
に
、
問
題
を
も

つ
子
ど
も
、
当
事
者
に
自

分
が
一
生
懸
命
関
わ
っ
て

も
、
家
族
が
十
分
に
ケ
ア

し
て
く
れ
な
い
と
、
子
ど

も
の
問
題
が
な
か
な
か
解

決
さ
れ
な
い
と
い
う
経
験

を
多
く
し
た
の
で
、「
家
族
」

が
ネ
ッ
ク
な
ん
だ
、
と
い

う
思
い
が
ぼ
ん
や
り
と
あ

り
ま
し
た
。

　

臨
床
で
関
わ
っ
て
い
た

子
ど
も
、
親
も
「
ひ
き
こ

中垣内先生、長岡で開院
「ながおか心のクリニック」

　

中
垣
内
先
生
は
、
３
月
13
日
、

佐
潟
莊
を
退
職
さ
れ
、4
月
7
日
、

新
潟
県
長
岡
市
で
「
な
が
お
か

心
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
院
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
な
が
お
か
心
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

は
、
長
岡
市
の
都
市
再
開
発
地

（
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
）の
メ
デ
ィ

カ
ル
ゾ
ー
ン
に
位
置
し
、
隣
に

３
０
０
台
の
無
料
市
営
駐
車
場

が
あ
り
、「
新
し
い
ひ
き
こ
も

り
対
応
の
拠
点
」
と
し
て
、
居

場
所
に
転
じ
る
18
畳
の
外
来
待

合
、
シ
ョ
ー
ト
ケ
ア
や
家
族
会
の

で
き
る
18
畳
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
を
備
え
た
心
療
系
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
す
。
地
元
の
前
評
判

は
高
く
、
厚
労
省
も
勧
め
る
「
多

機
能
型
診
療
所
」
を
め
ざ
し
た

「
滞
在
型
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
の
こ

と
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
新
幹
線
長
岡

駅
か
ら
南
に
約
1
・
5
㎞
に
あ

り
、
沿
道
（「
ひ
き
こ
も
り
回
復

ロ
ー
ド
」
と
先
生
命
名
）
に
は
、

専
門
学
校
3
つ
、
高
等
学
院
2

つ
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
2
つ
、
医

院
3
つ
、
お
ま
け
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
ま
で
あ
り
ま
す
。

　

長
岡
駅
の
近
傍
に
は
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ

ル
な
ど
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　

開
院
を
記
念
し
て
、
４
月
４

日
、
内
覧
会
と
記
念
講
演
会
が

開
催
さ
れ
た
。
内
覧
会
に
は
、

新
潟
日
報
社
社
長
、
長
岡
医
師

会
会
長
な
ど
他
、
長
岡
市
、
新

潟
市
を
は
じ
め
近
隣
市
町
村
か

ら
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
会
は
、
新
潟
日
報

社
（
同
じ
ビ
ル
、
50
万
部
発
行
）

の
会
場
「
メ
デ
ィ
ア
ぷ
ら
っ
と
」

で
、
中
垣
内
先
生
が
「
希
望
の

ひ
き
こ
も
り
」、池
田
代
表
が
「
ひ

き
こ
も
り
家
族
会
の
成
長
」
の

テ
ー
マ
で
、
参
加
者
約
60
名
で

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
が
い
つ
も
自
分
に
言
い
聞
か

せ
て
い
る
言
葉
に
「
人
生
に
無

駄
な
時
間
は
な
い
」
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
主
人
に

教
え
て
も
ら
っ
た
言
葉
で
す
。

私
は
、
い
つ
も
何
か
の
目
的
に

向
か
っ
て
最
短
距
離
で
走
っ
て

い
て
、
心
に
余
裕
が
な
い
人
間

に
み
え
た
よ
う
で
す
。
疲
れ
て

寝
て
し
ま
う
と
、「
良
く
寝
て
疲

れ
が
と
れ
て
良
か
っ
た
」
で
は

な
く
て
、「
も
っ
た
い
な
い
。
や

る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
の

に
」
と
思
っ
て
し
ま
う
。
で
も
、

そ
れ
は
間
違
っ
て
い
て
、
自
分

も
人
も
傷
つ
け
て
し
ま
う
考
え

な
ん
だ
と
思
う
。
現
代
社
会
は

効
率
化
や
合
理
化
を
是
と
す
る

け
ど
、
人
間
は
違
う
。

ひ
き
こ
も
っ
て
い
て
も
、
そ
の

時
間
に
は
意
味
が
あ
る
。
そ
の

意
味
を
感
じ
ら
れ
る
人
、
そ
の

意
味
を
感
じ
て
、
感
謝
の
気
持

ち
を
も
て
た
ら
、
人
生
は
ど
ん

な
に
豊
か
だ
ろ
う
と
思
う
。

Q
６
：
今
後

A
6
:
当
事
者
の
こ
と
を
知
り

た
い
。
当
事
者
が
、
家
族
を
ど

の
よ
う
に
み
て
い
る
の
か
、
ひ

き
こ
も
っ
て
い
る
間
の
当
事
者

の
成
長
、
そ
の
時
間
が
無
駄
で

な
い
事
を
証
明
し
た
い
な
。

◆
船
越
さ
ん
は
、
２
０
１
５
年

4
月
か
ら
兵
庫
県
立
大
学
看
護

学
部
に
勤
務
さ
れ
ま
す
。

〒 940・0082 長岡市千歳 1 丁目 3-42
電 話 0258 ー 38 ー 5001

雑誌STORYや健康でもBeOneサロン
での頭皮洗浄や読者体験談が掲哉されま
した。BeOne頭皮洗浄の優れた効果

ストレスは万病の基と現代医学は指摘
　頭部は様々なツボが存在する大切な場所。
頭皮の血流促進、リンパの流れを整えスッキリ
リラックスし、ストレスを解消することは思わ
ぬ悩みや健康の回復にもつながります。
全国5000店舗以上の理・美容室、エス
テサロンで導入され各種メディアでも話題。
美と健康と環境をテーマにしたビーワンサロンです

ともめ美容室
　　（ビーワン岩槻）
〒339-0082 さいたま市岩槻区西原台2-1-144
Tel・Fax　048-757-4044
携　帯090-4812-0488（石塚 友女）
E-mail:tomomebs-1@theia.ocn.ne.jp

ストレスは万病の基と現代医学は指摘ストレスは万病の基と現代医学は指摘
ビーワン頭皮洗浄でエイジングケアビーワン頭皮洗浄でエイジングケアビーワン頭皮洗浄でエイジングケア

心身でお悩みの方
　ご連絡下さい
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問合せ NPO 法人 全国引きこもり KHJ 親の会（家族会連合会） ☎ 03-5944-5250

東北・北海道
KHJ 北海道「はまなす」（北郷恵美子）
　〒 064-0824　札幌市中央区北四条西 26 丁目 3-2　
　　☎ 090-3890-7048　☎ &FAX 011-631-0981              
NPO 法人岩手県青少年自立支援ｾﾝﾀｰ「ポランの広場」家族会
　　（泉　勝夫）〒 020-0873　岩手県盛岡市松尾町 19-8
　　☎ 019-605-8632　FAX 019-605-8633                      
KHJ 青森県「アップルの会」（川村克彦）☎＆ FAX  0178-88-5297 
　〒 039-1212 青森県三戸郡階上町蒼前西 5-9-1634 ｻﾝﾊｳｽ内　
KHJ 青森「さくらの会」 （下山洋雄）
〒 030-0844　青森県青森市桂木 3-25-10
　　☎ 090-8613-5561 　FAX  017-723-1754
秋田県「かだれ会」（長信田の森心療ｸﾘﾆｯｸ） 
　〒 018-2303　秋田県山本郡山本町森丘字石倉沢 1-2
　　☎ 0185-72-4133 　FAX  0185-72-4134
NPO 法人 KHJ 宮城県「タオ」（武田和浩）
　　〒 987-2183 栗原市高清水袖山 62-18　
　　FAX 0229-87-3449　　☎ 080-3193-6715　　　　      
NPO 法人山形県「から・ころセンター」（伊藤正俊） 　　
　　〒 992-0026 米 沢 市 東 2-8-116　 ☎ &FAX 0238-21-6436 
福島県ももの会　
　　問合せ本部　☎ 03-5944-5250  FAX 03-5944-5290 へ                                               
関東ブロック
NPO 法人楽の会リーラ（市川乙允）　☎ &FAX  03-5944-5730 
　　〒 170-0002 東京都豊島区巣鴨 3-16-12 第二塚本ビル 202
KHJ 西東京「萌の会」（須賀 啓二）
      〒 121-0064 東京足立区保木間 2-8-13　　
       FAX  03-3883-2358（TEL は無し）                              
NPO 法人 KHJ 埼玉けやきの会家族会（田口ゆりえ）
　〒 331-0805 さいたま市北区盆栽町 190-3 　　
　☎ &FAX 048-651-7353　☎ 080-3176-6674
NPO 法人 KHJ 千葉県なの花会（藤江幹子）
　　〒 260-0042　千葉市中央区椿森 1-2-2 志村荘 201
　　☎ 090-8491-0971　FAX  043-294-7629 
KHJ 神奈川県「虹の会」（安田賢二） 　☎ 080-2107-1171
　〒 221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町 2-24-2 12 階 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ気付 No. ②
NPO 法人 KHJ とちぎベリー会（齋藤三枝子）
〒 321-0954 宇都宮市元今泉 5-9-7 宇都宮市まちづくりセンター  
　　まちぴあ内 2F   ☎ 090-1846-4004　FAX 028-663-5022
グループコスモス（瓜生　武）　　
　　〒 145-0066 東京都大田区南雪谷 2-11-5 
　　☎ 080-3255-4161 　☎ &FAX  03-3728-4488           
KHJ 茨城県「ひばりの会」（荒井 俊）
　　〒 271-0064 松戸市上本郷 857 北松戸成川ビル３F フレンドスペース内
　　☎ 047-364-7332　FAX 047-362-4065　　　　　　　 
KHJ 山梨県「桃の会」（篠原博子）
　　〒 409-0126　山梨県上野原市コモアしおつ 1-4-3
　   ☎ 0554-66-4073　　　  　　　　　　　　　　　　　         
KHJ 静岡県「いっぷく会」（上杉博美） 　　　
　　☎ 090-5036-2552　☎＆ FAX  054-245-0766
　　〒 420-0884　静岡市葵区大岩本町 25-2　　　　　　　    
KHJ 群馬「はるかぜの会」（榎本 明）
　　〒 370-0126　群馬県伊勢崎市境下武士 2551-1
     ☎ 090-3209-3015　　　　                                          

【本部事務局】　全国引きこもり KHJ 親の会 ( 家族会連合会 )
☎ 03-5944-5250 FAX 03-5944-5290　info@khj-h.com
　　〒 170-0002 東京都豊島区巣鴨 3-4-4

【ご寄付お振込口座】 　ゆうちょ銀行　口座記号：00110-6
　　　　　　　　　　　　　　　       口座記号：708246
特定非営利活動法人 全国引きこもり KHJ 親の会（家族会連合会）

東海ブロック　　
NPO 法人 なでしこの会（大脇正徳）
　　〒 456-0032 名古屋市熱田区三本松町 15-13 神宮東ｾﾌﾞﾝ A2 階
　　☎ &FAX 052-882-1119　 ☎ 090-4195-2674             
みえオレンジの会（堀部 尚之）　　☎ 090-6469-5783 
〒 514-009 三重県津市羽所町 700 津 3　県民交流センター内       
NPO 法人名古屋オレンジの会（山田孝介）☎＆ FAX 052-459-5116
　　〒 453-0015 名古屋市中村区椿町 19-7 ﾁｻﾝﾏﾝｼｮﾝ椿町 304　 
豊田大地の会（酒井 信夫）〒 470-1211 豊田市畝部東町上梅ノ木 12
   　 ☎ 0565-21-0177   　　　　　　　　　　　　　　　　    
KHJ 岐阜県「鵜の会」（鈴木美登里）   ☎ 090-6585-5770　　　
〒 453-0015  名古屋市中村区椿町 19-7 チサンマンション椿町 304    
NPO 法人 てくてく（山本洋見）　☎ 053-442-6365
〒 432-8054 静岡県浜松市南区田尻町 208-2　☎ 090-1416-6224      
北陸ブロック　　
NPO 法人 KHJ にいがた「秋桜の会」（三膳克弥） 
　　〒 950-0167　新潟県新潟市江南区五月町 1-2-9 
　　☎ 090-8873-4435　☎ &FAX 025-382-6912
KHJ 北陸会（所田澄子） 
〒 920-0813 石川県金沢市御所町丑 57  ☎ &FAX 076-252-4856  
とやま大地の会（米谷貞吉）　☎ 090-3768-1733
　　〒 930-0325 富山県中新川郡上市町三日市 2-18（山岡方）     
福井すいせんの会（近藤 茂樹）　☎ &FAX  0776-34-1470
　　〒 918-8057 福井県加茂河原 1-5-10
近畿ブロック
NPO 法人京都オレンジの会（稲垣　緑）
　　〒 605-0028 京都市東山区三条通大橋東分木町 74-3
　　東山三条ﾗｲﾌｽﾃｰｼｮﾝ　☎ &FAX 075-752-0289
NPO 法人大阪虹の会（前川　実） 　☎ &FAX  072-265-2021
　　〒 592-0011　高石市加茂 1-13-26                             
NPO 法人 KHJ「つばさの会大阪」（大塚　洋）
　　〒 573-0027　枚方市大垣内町 1-3-1 ﾏｲﾝﾄﾞﾋﾞﾙ４F
　　☎ 090-8378-8032　☎ 072-844-2423                    
KHJ 情報センターふきのとう姫路（櫛橋行雄）
　　〒 670-0896　兵庫県姫路市上大野 1-11-6
　　FAX  079-224-5259　☎ 090-8373-8032       　　    
兵庫県宍栗支部　ひまわりの家 家族会（松本 むつみ）
    〒 671-2552 兵庫県宍栗市山﨑町段 194-1  
　　☎ &FAX　0790-65-9205
中国ブロック

☆親の会（月例会）問い合わせ先（2015 年 4 月 15 日現在）月例会に参加して気を楽にしたり情報交換しませんか

　

１
月
12
日
、
K
H
J
三
重
の

会
が
津
に
出
来
、
名
古
屋
オ
レ

ン
ジ
の
会
、
名
古
屋
な
で
し
こ

の
会
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

２
月
11
日
67
歳
の
元
当
事
者
近

藤
氏
が
１
３
５
名
の
親
な
ど
を

集
め
、
福
井
す
い
せ
ん
の
会
が

発
足
し
た
。
会
場
で
は
あ
る
父

親
が
「
光
が
見
え
ま
し
た
」
と

感
想
を
述
べ
て
い
た
。

　

２
月
28
日
に
は
熊
本
家
族
会

が
出
来
、
福
岡
・
大
分
の
方
々

が
応
援
に
来
て
池
上
氏
の
ひ
き

こ
も
り
の
現
状
、
池
田
氏
の
ひ
き

こ
も
り
を
元
気
に
す
る
親
の
対

応
の
話
が
あ
っ
た
。
３
月
７
日
兵

庫
県
宍
粟
市
の
ひ
ま
わ
り
の
家

で
家
族
会
が
発
足
し
た
。
３
月

15
日
群
馬
は
る
か
ぜ
の
会
が
中

垣
内
先
生
と
埼
玉
支
部
の
応
援

で
発
足
。
同
日
福
島
花
も
も
の

会
が
山
形
の
カ
ラ
コ
ロ
の
支
部

の
応
援
で
出
来
た
。
出
来
た
て

の
会
は
会
の
運
営
費
用
や
人
で

四
苦
八
苦
、
親
達
が
自
分
の
子

ど
も
の
事
だ
け
で
は
な
く
困
難

を
乗
り
越
え
て
こ
そ
、
当
事
者

の
苦
し
み
か
ら
の
脱
却
が
あ
る

と
信
じ
る
。
支
部
の
自
主
的
活

動
、
居
場
所
作
り
、
ひ
き
こ
も
り

 
K
H
J
は
50 

支
部
に
な
り

 
池
田
代
表
東
奔
西
走
す
る

　

K
H
J
親
の
会
が
全
国
組
織

と
し
て
果
た
す
べ
き
最
も
重
要

な
使
命
は
，
ひ
き
こ
も
り
の
当

事
者
と
家
族
が
所
属
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
す
る
こ
と

で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
，
地

理
的
に
近
い
地
域
だ
け
を
意
味

す
る
の
で
は
な
く
，
人
と
人
と

が
つ
な
が
る
関
係
性
の
こ
と
も

意
味
し
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
と
家
族

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
す
る

上
で
，
全
国
組
織
で
あ
る
K
H
J

親
の
会
で
し
か
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
，
K
H
J

親
の
会
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

全
国
組
織
と
し
て
親
の
会
の
再
構
築

　
　
　
　
　
　
　
　

徳
島
大
学
大
学
院　

境　

泉
洋

の
中
で
需
要
と
供
給
を
循
環
さ

せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

具
体
的
に
は
，
各
県
が
供
給

で
き
る
こ
と
を
リ
ス
ト
し
，
他

の
県
の
会
員
が
そ
れ
を
購
入
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
，

各
県
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

を
リ
ス
ト
し
，
他
の
県
が
そ
の

需
要
に
応
え
る
こ
と
で
利
益
を

上
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
仕
組
み
を
作
る
こ

と
で
，
K
H
J
親
の
会
の
中
で

需
要
と
供
給
が
循
環
し
，
そ
こ

に
労
働
の
場
が
自
然
に
生
ま
れ

て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

K
H
J
親
の
会
は
，
持
続
可
能

な
事
業
体
と
し
て
成
長
す
る
こ

と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

要
求
に
答
え
た
め
に
，
全
国
組
織

と
い
う
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

構
築
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

当
事
者
へ
の
働
き
場
作
り
な
ど

全
支
部
が
向
か
っ
て
い
る
方
向

へ
向
か
う
第
一
歩
で
あ
る
。
本

年
度
は
W
A
M
の
助
成
事
業
の

下
で
多
く
の
新
支
部
が
出
来
た
。

ひ
き
こ
も
り
の
学
習
会
に
は
行

政
の
枠
を
超
え
て
社
協
の
方
々
、

民
生
委
員
等
が
参
加
し
た
。

訪
問
サ
ポ
ー
ト
士
養
成

　

教
本
（
基
礎
編
）

価
格
１
０
０
０
円

FAX
０
４
８
（
７
５
６
）
７
８
０
２

　

ひ
き
こ
も
り
理
解
へ
の
必
読
所
と
し
て

　

ル
ポ
﹁
ひ
き
こ
も
り
﹂

　
　
　
　
　

価
格
８
０
０
円

FAX
０
４
８(

７
５
６)

７
８
０
２

　

行
き
詰
ま
り
、
混
迷
を
深
め
る
時
代
の

狭
間
に
お
い
て
、
何
と
か
活
路
を
見
出
し

た
い
と
願
う
方
々
に
、
問
題
の
本
質
的
な

解
決
の
方
向
を
提
言
す
る
書
と
し
て
本
書

を
お
薦
め
し
ま
す
。

推
薦
の
こ
と
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「楽の会リーラ」

四国ブロック
NPO 法人 KHJ 香川県オリーブの会（川井富枝）
　　〒 761-0104　高松市高松町 2574-9
　　☎ &FAX 087-843-9877 ☎ 090-4332-3288              
KHJ 徳島県「つばめの会」（高橋浩爾）
　　〒 776-0014　吉野川市鴨島町知恵島 372-6
 　　　☎ 090-1325-2740　☎ &FAX 0883-24-0507         
KHJ 高知県親の会「やいろ鳥」の会（坂本勲）
　　〒 781-5205　 高知県高知市一宮しなね１丁目 14-10-1
　　☎ 090-3184-8109　FAX 088-862-0740                   
KHJ 愛媛県こまどりの会（武田邦寛）」
　　〒 791-8012 愛媛県松山市姫原 2 丁目 7-33 ｻﾝﾄﾉｰﾚ姫原 505
　　　☎ 090-7578-4214　FAX 089-923-3367
九州・沖縄
KHJ 福岡県「楠の会」（吉村文恵）
　　〒 810-0003　福岡市中央区春吉 1-7-18 竹内ﾋﾞﾙ 2F
　　☎ 090-8222-7403　☎＆ FAX 092-731-3091             
NPO 法人熊本ブランチ（武井敬蔵） 　　
　　〒 860-0072　熊本市花園 7-2435-12
　　☎ 096-322-3548　FAX  096-322-3787                      
KHJ 熊本家族会
　　熊本県精神保健福祉センター　☎ 096-386-1166           
KHJ みやざき「楠の会」（植田美紀子） 　　 
　　〒 880-0944　宮崎市江南 4-9-9　植田方
　　☎ 090-9603-8780　☎ &FAX 0985-53-2666
KHJ 鹿児島県「楠の会」（福留順一）
　　〒 891-0704　南九州市頴娃町別府 1243
　　☎ 090-7156-6241　☎ &FAX 0993-38-1421             
KHJ 大分県「大分ステップの会」( 松本太郎）
　　〒 879-5102 由布市湯布院町川上 3604-14
　 　☎ 090-1163-8582                                                  
 KHJ 沖縄「てぃんさぐぬ花の会」（棚原 初枝）
〒 904-2171  沖縄県沖縄市高原 7-34-29 NPO 法人サポート
　　　センターゆめさき内　☎ &FAX 098-930-1066                                    

KHJ 岡山きびの会（槌谷富子）　☎ &FAX  086-262-9335
〒 702-8022　岡山市南区福成 1-128-4　　　　　　　　　   
KHJ 福山「ばらの会」（中村 友紀）
〒 720-0031　広島県福山市三吉町 3-1-10 三島ビル３F
　　☎ 084-959-3358　FAX 084-959-3357　　　　　　  
KHJ 山口県「きらら会」（上田十太）　
☎ &FAX   0837-22-5495 〒 759-4102 長門市西深川 2850-3     
KHJ 広島もみじの会（藤岡 清人）
〒 731-5137　広島市佐伯区美の里 2-1-39-801 （岡本方）
　　☎ 090-7375-6659　☎ &FAX 082-924-2922　　　   

鳥取らくだ会（田中隆雄）
     〒 680-0074　鳥取市卯垣 5-60-F-4　☎ 090-4653-2554     


